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居宅介護支援重要事項説明書 

  指定居宅介護支援の提供開始にあたり、当事業者があなたに説明すべき重要事項は、   

次のとおりです。 

１．当事業所の法人概要 

法人名称 社会医療法人 スミヤ 

所在地 和歌山市吉田337 

法人種別 社会医療法人 

代表者名 理事長 角谷 正文 

電話番号 073－433-1161 

 

２．事業所の概要 

 事業所の名称 スミヤ訪問看護ステーション 

サービスの種類 居宅介護支援 

事業所の所在地 和歌山市納定11-4 

連絡先 TEL 073-475-0516  FAX 073-475-0517 

指定年月日・事業所番号 平成12年４月１日指定 3060190117 

管理者の氏名 加藤 恭子 

通常の事業の実施地域 和歌山市、岩出市 

 

３．事業の目的と運営の方針 

事業の目的 

要介護状態にある利用者が、その有する能力に応じ、可能な限り居宅にお

いて自立した日常生活を営むことができるよう、適正な指定居宅介護支援

を提供することを目的とします。 

運営の方針 

事業者は、利用者の心身の状況や家庭環境等に応じて日常生活の維持改善

を図るため、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場にたって

、利用者の希望を踏まえつつ特定のサービス事業者等に不当に偏ることの

ないよう公正中立を旨として、関係する市町村や事業者、地域の保健・医

療・福祉サービス等と綿密な連携を図りながら、適切なサービスの提供に

努めます。 

 

４．職員体制 

管理者 
主任介護支援専門員１名（介護支援専門員・通所リハビリテ

ーションとの兼務） 

介護支援専門員 介護支援専門員  ４名（常勤専従３名 常勤兼務１名） 

事務員 １名（常勤兼務） 



５．営業時間帯 

営業日 営業時間 

月曜日から金曜日 午前８時３０分から午後５時まで 

土曜日 午前８時３０分から午後１２時３０分まで 

休日 日曜日、祝日、１２月３０日から１月３日まで 

※電話による２４時間連絡体制あり 

 

６.提供する居宅介護支援サービスの内容と流れ 

① 事業者は介護支援専門員に居宅計画の作成に関する業務を担当させます。 

② 利用者宅を訪問し、利用者や家族に面接して情報を収集し、解決すべき問題を把握しま

す。 

③ 利用者及びその家族の置かれた状況等を考慮して、利用者に提供されるサービスの目標、

その達成時期、サービスを提供する上での留意点等を盛り込んだ居宅サービス計画の原案

を作成します。 

④ 前項で作成した居宅サービス計画の原案に織り込んだ指定居宅サービス等について、保険

給付の対象となるか否かを区分し、サービスの種類、内容、利用料等について利用者及び

その家族等に説明します。 

サービス事業所の選定にあたっては、利用者は複数の指定居宅サービス事業者等を紹介す

るよう求めることが出来ます。また、居宅サービス計画に位置付けた指定居宅サービス事

業者等の選定理由の説明を介護支援専門員に求めることが出来ます。 

⑤ 利用者の居宅サービス計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、利用者とその家族、

指定居宅サービス事業者等との連絡調整を継続的に行い、居宅サービス計画の実施状況を

把握します。状況の変化に応じて居宅サービス計画の評価、変更等を行います。 

⑥ ケアプラン作成時やサービスの利用時に必要な場合は利用者の同意を得たうえで、関係

する医療機関や主治医との連携を図り、意見を求めます。意見を求めた主治医に対して

ケアプランを交付します。 

⑦ 介護支援専門員が把握した利用者の状況や利用するサービス事業者等から伝達された利

用者の状況について主治医や関係する歯科医、薬剤師に必要な情報を伝えます。 

⑧ 入院時における医療機関との連携を促進するために、居宅介護支援の提供の開始に当た

り、利用者、ご家族に対し入院時に担当介護支援専門員の氏名等を入院先医療機関に提

供するよう依頼します。 

⑨ 利用者、家族の意向に応じ、要介護認定等にかかる申請の支援を行います。 

⑩ 担当の介護支援専門員に関しては、いつでも変更できます。ご相談下さい。 

⑪ 介護保険施設等に入所または入居を希望される場合は紹介その他の支援を行います。 

⑫ 居宅サービス計画の作成後、その内容に基づいてサービス利用票、提供票による給付管

理を行うとともに毎月の給付管理票を作成し、和歌山県国民健康保険団体連合会に提出

します。 

 

 



７．利用料 

 指定居宅介護支援を提供した際の利用料金の額は、厚生労働大臣が定める基準によるもの

とし、当該指定居宅介護支援が法定代理受領サービスである時は、原則として自己負担はあ

りません。ただし、保険料の滞納等により法定代理受領できない場合は、一旦、１ヶ月当た

りの料金を頂きます。その場合、事業者は指定居宅介護支援提供証明書を発行いたしますの

で、後日、所在市町村窓口に指定居宅介護支援提供証明書を提出しますと払い戻しを受ける

ことができます。 

（１）居宅介護支援の利用料 

【基本利用料】1単位×10.42 円 

取扱要件 
利用料 

（１月につき） 

居宅介護支援費（Ⅱ） 

<取扱件数が 50件未満> 

要介護度１・２ １０８６単位 

要介護度３・４・５ １４１１単位 

特定事業所加算Ⅱ ４２１単位 

（注１）上記の基本利用料は、厚生労働大臣が告示で定める金額であり、これが改定された

場合は、これら基本利用料も自動的に改訂されます。なお、その場合は、事前に新しい基本

利用料を書面でお知らせします。 

【加算】以下の要件を満たす場合、上記の基本利用料に以下の料金が加算されます。 

加算の種類 加算の要件 加算額 

初回加算 

新規あるいは要介護状態区分が２区分以上

変更された利用者に対し指定居宅支援を提

供した場合（1月につき） 

３００単位 

入院時情報 

連携加算(Ⅰ) 

利用者が病院等に入院する際に、入院した

日に病院等の職員に対し必要な情報を提供

した場合（1月につき１回を限度） 

２５０単位 

入院時情報 

連携加算(Ⅱ) 

利用者が病院等に入院する際に、３日以内

に、病院等の職員に対し必要な情報を提供

した場合（1月につき１回を限度） 

２００単位 

退院・退所加算 

病院や介護保険施設等に入院（入所）期間中

に、病院等の職員と面談を行い、利用者の情

報提供を受けた上で居宅サービス計画を作

成した場合 

Ⅰイ ４５０単位 

Ⅰロ ６００単位 

Ⅱイ ６００単位 

Ⅱロ ７５０単位 

Ⅲ  ９００単位 

緊急時等居宅 

カンファレンス 

加算 

病院等の求めにより、医師等と共に居宅を

訪問してカンファレンスを行い、利用者に

必要な居宅サービス等の利用調整を行った

場合（1か月に２回を限度） 

２００単位 



通院時情報連携 

加算 

医療機関受診時、医師及び歯科医師の診察

に同席し、医師及び歯科医師と情報連携を

行い、当該情報を踏まえてケアマネジメン

トを行った場合 

５０単位/月 

ターミナルケア 

マネジメント加算 

在宅で死亡した利用者に対して死亡日及び

死亡前１４日以内に２日以上居宅を訪問し

心身状況を記録し、主治医及び居宅サービ

ス計画に位置付けたサービス事業者に提供

した場合 

４００単位/死亡時 

【減算】以下の要件に該当する場合、上記の基本利用料から減算されます。 

減算の種類 減算の要件 減算額 

運営基準減算 指定居宅介護支援の業務が適切に行わ

れず、一定の要件に該当した場合 

上記基本利用料の 

５０％（２月以上継続

の場合１００％） 

特定事業所集中減算 居宅サービス計画に位置付けた訪問介

護等について特定の事業者への集中率

が、正当な理由なく８０％を超える場

合 

２００単位 

高齢者虐待防止措置

未実施減算 

高齢者虐待防止の発生や防止に対して

の措置を講じていない事業所の場合 

上記基本利用料の１％

を減算 

業務継続計画未策定

減算 

感染症や災害発生時に利用者に対する

サービスの提供を継続的に実施するた

めの業務継続計画を策定していない事

業所の場合 

上記基本利用料の１％

を減算する 

同一建物居住利用者

へのケアマネジメン

トに対する減算 

事業所と同一建物の利用者又は同一建

物の利用者２０人以上に居宅介護支援

を行った場合。 

上記基本利用料の５％

を減算する 

 

８．事故発生時の対応 

  指定居宅介護支援の提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族、市町

村等へ連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。 

 

９. 個人情報の保護 

 ①利用者及びその家族に関する秘密保持について  

事業所及び職員は、サービス提供をする上で知り得た、利用者及びその家族に関する秘密

を正当な理由なく、第三者に漏らしません。 

この秘密を保持する義務は契約が終了した後も継続します。 

②個人情報の保護について（重要事項説明書付属文書・個人情報提供書に関する文書） 

事業所は利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物について、善良な管理者



の注意をもって管理し、また廃棄処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。

なお、これらの記録物は、法に定められた期間保管しその後廃棄処分するものとします。 

 

１０．苦情相談窓口 

 ① 当事業所のサービスについて、ご不明な点や疑問、苦情がございましたら、下記の担

当者までお気軽にご相談下さい。責任をもって調査、改善させていただきます。 

担当者   加藤 恭子 

電話番号 
 ０７３－４７５－０５１６ 

受付時間 8 時 30 分～17 時 （土日祝日を除く） 

FAX 番号  ０７３－４７５－０５１７ 

 

 

② 当事業所以外に、市町村、国民健康保険団体連合会にも窓口があります。 

和歌山市役所介護保険課 
 ０７３－４３５－１１９０ 

受付時間 8 時 30 分～17 時 15 分（土日祝日を除く） 

岩出市役所介護保険課 
 ０７３６－６２－２１４１ 

受付時間 8 時 45 分～17 時 30 分（土日祝日を除く） 

和歌山県国民健康保険 

団体連合会 

 ０７３－４２７－４６６２ 

受付時間 9 時～17 時（土日祝日を除く） 

 

 

１1．担当の介護支援専門員 

  あなたの担当する介護支援専門員は、次のとおりです。ご不明な点やご要望などがあり

したら、お申し出ください。 

 

                      氏名：                

 

 

 

 

 

 

 

 



【重要事項説明書付属文書】 

 

個人情報提供に関する文書 

 

当事業所では、利用者の尊厳を守り安全管理に配慮する個人情報方針のもと、こ

こに利用目的を特定します。 

あらかじめ利用者本人の同意を得ないで、必要な範囲を超えて個人情報を取り扱

うことは致しません。 

 

1. 事業者は、個人情報保護法の趣旨を尊重し、利用者の皆様の個人情報を厳重に 

管理してまいります。 

2. 事業者は、居宅介護支援の申し込み、居宅介護支援の提供を通じて収集した個 

人情報は、利用者、家族の方への心身の状況説明・記録、台帳の作成等といった

サービス提供のため必要に応じて利用します。 

3. 利用者のみなさまの個人情報は、居宅介護支援提供にあたり、より良い在宅生 

活を継続していただくために必要に応じて第三者に提供される場合があります。 

イ）病院、診療所、薬局及びその他の居宅サービス事業者との担当者会議等に

よる連携及び在宅介護に必要な照会等 

ロ）介護保険施設等の入所、入居時に必要な照会等 

ハ）審査、支払い機関へのレセプトの提出 

ニ）保険者（市町村）への相談・届け出及び照会への回答 

ホ）実習の受け入れ、研修のため（但し、協力先との個人情報保護法の取り扱

い契約を締結する） 

 

 

 

 

 

 



重要事項説明書及び個人情報使用に関する同意書 

 

 

居宅介護支援の提供の開始にあたり、利用者に対して本書面に基づき居宅介護支重

要事項・個人情報保護法の取り扱い等の説明を行いました。 

 

                        令和    年     月    日 

                   

                  スミヤ訪問看護ステーション 居宅介護支援事業所 

                   

                   説明者                 印 

 

私は居宅介護支援契約書並びに重要事項説明書により、事業者から居宅介護支援に

ついての重要事項の説明を受けました。 

私は個人情報について、必要最小限の範囲内で使用することに同意します。 

 

（利用者） 

  住  所    和歌山市          

 

   氏  名                   印 

（代理人） 

  住  所                     

 

  氏  名                   印 

（家族代表者） 

  住  所                     

 

  氏  名                   印 

 

 

 



 

 


